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放射性物質による汚染を伴う傷病者の診療に関する 

青森県立中央病院との覚書締結について 
 

 

当社は本日、青森県立中央病院（青森県青森市：院長 吉田茂昭氏）と、東通原

子力発電所構内で放射性物質による汚染を伴う傷病者が発生した場合の診療に関

する覚書を締結いたしました。 

このような覚書の締結は、平成２２年３月の一部事務組合下北医療センターむ

つ総合病院（青森県むつ市）との締結に続き、東通原子力発電所としては２例目

となります。 

 

同病院は、青森県が定める「青森県緊急被ばく医療マニュアル」（平成１６年３

月制定）において、二次被ばく医療機関＊として指定されております。 

このため、当社は、東通原子力発電所１号機の営業運転開始（平成１７年１２

月）に伴い、万一の場合に備え、同病院との間で、発電所構内における労働災害

等による傷病者に、放射性物質による汚染の残存があった場合などを想定した勉

強会や合同訓練などを実施してまいりました。 

 

今般、これまでの取り組みを踏まえ、より円滑かつ迅速な救急医療処置を行う

ことを目的に、同病院と覚書を締結しました。 
 覚書では、当社は傷病者の放射性物質による汚染を取り除いた後、同病院に診

療を依頼することとしておりますが、人命に係わる緊急の医療処置を必要とする

場合などには、診療を優先することになっております。 

  

また、覚書の締結にあたっては、診療および放射性物質の汚染拡大防止措置等

を円滑に実施するため、「通報連絡」、「資器材の配備および補充」、「教育および訓

練の実施等」の具体的な実施細目についても定めております。 

なお、この実施細目の概要については別紙のとおりです。 

 

当社といたしましては、今後とも、東通原子力発電所の安全・安定運転に努め

てまいります。 

以 上 

 

＊二次被ばく医療機関 

汚染の残存する者および相当程度被ばくしたと推定される者等について、

精密な医学的診断や除染等の処置および入院治療を行う医療機関。 


